
    DT1DT1DT1DT16666000016161616 A11 C35A11 C35A11 C35A11 C35    D45D45D45D45    E53E53E53E53 

音響管計測における反射法と透過法について音響管計測における反射法と透過法について音響管計測における反射法と透過法について音響管計測における反射法と透過法について 
 ○木村 正輝 佐藤 利和 山口 道征 河本 裕介 
 (ﾌﾞﾘｭｴﾙ･ｹｱｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ) (ﾌﾞﾘｭｴﾙ･ｹｱｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ) (ｴﾑ･ﾜｲ･ｱｸｰｽﾃｸ) (日東電工㈱) 
 

Divergent phenomena of acoustic properties in impedance tube measurements 
 
 KIMURA Masateru SATOH Toshikazu YAMAGUCHI Michiyuki KOMOTO Yusuke 
 (Brüel & Kjær Japan) (Brüel & Kjær Japan) (M.Y. Acoustech) (Nitto Denko) 
 

音響管を用いたバルク音響特性(特性インピーダンス，伝搬定数) 計測手法である反射

法(2 Cavity法)および透過法(伝達マトリクス Two Load法)について，数値計算に起因す

る発散現象 有無に着目した理論検証および実験検証により両者を比較した。また，低

周波数領域における計測精度についても比較した。 
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1. じめに 

前報[1]で ，JIS A1405-2[2] 等で規定された 2 
マイクロホン伝達関数法に基づくUtsuno 2 Cavity 
法[3] (反射法) によるバルク音響特性 (特性インピー
ダンス，伝搬定数) 計測について議論を行い，サン

プル厚さおよび背後空気層 組み合わせによって生

じる，0 除算に起因する数値計算上 発散現象が生じ

ることを確認した。こ 発散現象 ，複数サンプル 統

計値を得ることで軽減できることを確認したも ，サ

ンプル数が少ない場合 回避方法について いまだ

見出せていない[4]。 
また，ASTM E2611[5]で規定された 4 マイクロホン
伝達マトリクス法(透過法) 垂直入射透過損失だけで
なくバルク音響特性 計測も可能であり，⌀100 mm音
響管(上限周波数 1.6 kHz) バルク音響特性計測に
ついて 既に河本ら[6]が反射法と 比較を行っており，

反射法と透過法でバルク音響特性が概 一致すること

が確認されている。 
しかしながら，，⌀100 mm音響管で 計測結果で

2 Cavity 法における発散現象 一般的に発生しない

ため，2 Cavity法による発散現象が発生する周波数領
域におけるバルク音響特性 計測結果 比較検討ま

で 行われていない。 
そこで本報で ，2 Cavity法による発散現象が生じ
る周波数領域で 反射法および透過法で バルク音

響特性 比較検討 ため，⌀29 mm 音響管 (上限周
波数 6.4 kHz) を用いて反射法および透過法により空
気および軟質ポリウレタンフォーム バルク音響特性

を計測し，両手法 比較を行った。 

2. バルク音響特性計測 

本節で ，バルク音響特性計測手法である反射法

および透過法 概要を示し，計測によりバルク音響特

性が発散する可能性について議論する。 

2.1. 反射法 (2 Cavity法) 

反射法を用いたバルク音響特性計測手法である

Utsuno 2 Cavity 法 ，背後空気層 2 条件 (!", 
!#) における厚さ $ サンプル表面 表面インピー

ダンス 実測値 %&"，%&#，および裏面 表面インピー




